
 

平成３０(２０１８年) ６月 第３３号 討議資料 

 

●市 会 横浜市会議員 5期、神奈川県内広域水道企業団議会議員 

   政策・総務・財政委員会、郊外部再生・活性化特別委員会 

●自民党 自民党横浜市支部連合会 幹事長、自民党泉区連合支部 支部長 

●その他 横浜市ボウリング協会 会長、親善交流ジュニアリーグ野球連盟 会長 

   学童野球北部球友会 会長、横浜市早朝野球連盟 副会長 

   全日本不動産協会 横浜支部 顧問、横浜市管工事協同組合 顧問、 

  神奈川県宅地建物取引業協会 横浜西部支部 顧問、 

   (一社)横浜市地質調査業協会 顧問、(一社)神奈川県測量設計業協会 顧問 
 

 

 

 

 

 
 

 ◆計画策定にあたっての基本認識◆ 
 

１． ２０１９年から想定されている人口減少は今まで経験したことのない社会の到来であり、 

今後ますます超高齢社会の進展と合わせ厳しい環境を迎えます。 

２． 今まで以上に人づくり（教育）、都市づくり(都市整備)などの成長の基盤を支え、新たな 

ステージに挑戦します。 

３． すざましい勢いで進む改革を飛躍に変えチャンスを生かします。 
 

 

 ◆これまでの主な実績◆ 
 

✓ 保育所待機児童ゼロを目指した取り組み 

✓ Ⅿ字カーブを底上げした女性の活躍支援 

✓ 教育環境の充実（学校司書の全小中校に） 

✓ 全１８区に在宅医療連携拠点を開設 

✓ ３万人の雇用を創出した企業誘致 

✓ 観光消費額史上最高となる３１９５億円を 

✓ APEC,アフリカ開発会議、アジア開発会議総会 

の成功によるグローバル都市としての地位確立 

✓ 横浜トリエンナーレなどの文化芸術の推進 

✓ 全国都市緑化よこはまフェアに６００万人が 

来場した花と緑あふれるまちづくり 

✓ 横浜環状北線の開通、北西線の整備中、神奈川 

東部方面線整備などの都市インフラの強化 

 

〒245-0013 横浜市泉区中田東 3-19-5 
TEL 045-806-1051 FAX 045-806-1053 
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横浜市新たな中期４か年計画の作成 
２０１８年度から２０２１年度の取り組み 

 

◆計画の期間と構成◆ 
 

 

計画期間は４年間、２０１８年度

から２０２１年度としています。 

２０３０年を展望した中長期的な

戦略と、計画期間の４年間の３８

の政策・行財政運営で構成されて

おります。  

 

第 48代横浜市会議長と 

   第 49代横浜市会議長の 

ツーショット！！ 
 → www.m-kajimura.com 

かじむら充事務所 

横浜市会議員 かじむら充 

http://www.m-kajimura.com/


 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦後 70年にわたり米軍に接収されていた、旧深谷通信所の返還

は、「すが義偉
よしひで

官房長官」のおかげで 10年も早く決定されたこ

とを一度お知らせしなくてはならないと思ってコラムといたし

ました。自民党が、政権に復帰した後、横浜市出身のすが長官が

米軍との交渉にあたり政治生命をかけて、沖縄の米軍基地を始

めとする基地問題に真摯に取り組みをしてきました。その成果

としてアメリカの配慮で、旧深谷・旧上瀬谷通信所の返還を決め

てくれました。26年 6月深谷、27年 6月上瀬谷返還決定と、長

年横浜市会「接収解除特別委員会」に所属していた私「かじむら

充
みつる

」に、横浜の中で誰よりも早く 25 年 6 月にすが長官から直

接に連絡をいただき、市長や関係局長には私から連絡をさせて

いただきました。その後神奈川新聞が 26年の元旦にトップニュ

ースとして取り上げました。その結果としての両通信所返還の

今があります。 

戦略 1 

力強い経済成長と文化芸術創造都市の実現 

企業集積の強みやオープンイノベーションの推

進、文化芸術、観光・MICE、スポーツの力によ

り、新たな価値・産業・賑わいを創出します。 

戦略 2 

花と緑にあふれる環境先進都市 

花と緑にあふれるガーデンシティ横浜を市民・

企業との連携により展開するとともに、SDGｓ

やパリ協定の視点を踏まえた環境政策で世界を

リードし、自然共生と経済発展を実現します。 

戦略 3 

超高齢社会への挑戦 

超高齢社会への挑戦として、いつまでも健康で生

きがいを実感し、誰もが住み慣れた地域で安心し

ていきいきと暮らせる地域社会を実現します。 

戦略 4 

人が、企業が集い躍動するまちづくり 

(1)成長と活力を生み出す都心部 
横浜の成長をけん引するエリア(都市臨海

部・京浜臨海部・新横浜都心周辺等)の魅力

をより一層向上させ、国内外から人や企業

が集い活力を生み出す都心部を実現しま

す。 

(2)誰もが「住みたい」「住み続けたい」と思える郊外部 

駅周辺の機能強化、自然豊かで良好な住環

境、それらをつなぐ地域交通の充実などに

より、誰もが愛着を持ち、「住みたい」「住

み続けたい」と思える郊外部を実現します。 

 

 

戦略 5 

未来を創る多様な人づくり 

子育て・教育環境の充実や、女性・シニア・若

者の活躍支援など、横浜の未来を創るあらゆる

人への投資を推進し、ポテンシャルを存分に発

揮できる都市を実現します。 

戦略 6 未来を創る強靭な都市づくり 

(1)災害に強い安全で安心な都市 
防災・減災機能を備えた都市づくり、災害に強い人づくり・地域づくりを進め、市民の生命

と財産を守る、災害に強い安全で安心な都市を実現します。 

(2)市民生活と経済活動を支える都市基盤 

道路・鉄道・港湾などの都市インフラの充実、公共施設の計画的かつ効果的な保全・更新を

進め、将来にわたり市民生活と経済活動を支える都市基盤を実現します。 
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@mkajimura 

2030年を展望した 6つの戦略 


